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副教材等 数研出版 リード ノート化学基礎Light

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー

①コミュニケーション能力と自分で課題を発見し解決する能力を育成します。

グ ラ デ ュ エ ー シ ②各系列において必要な、基礎・基本の学力の習得を目指し、将来の進路実現に繋げる生徒の育成を

ョン・ポリシー 目指します。

③個性を生かし、各系列で創意工夫や発想力を活かし、豊かな感性で新しいものを生み出せる生徒を

育成します。

④社会の発展に貢献しようとする大きな志を持って、主体的に地域の生活を創造できる能力を持つ生

徒を育成します。

⑤自己を管理する力を持ち、他者への思いやりや、協働ができ、市民としての社会的責任を自覚する

勤勉な態度の生徒を育成します。

① 地域社会と積極的に連携し、協働する力や社会に役立とうとする意識を育成します。

カ リ キ ュ ラ ム ポ ②「系列」に応じた様々な選択科目を設置し、生徒一人一人が主体的に興味・関心を広げ、力を伸ば

リシー す多様な選択を可能にします。

③各系列での基礎学力の向上を目指し、卒業までに高い専門性を身に付けさせます。

④各学年における探究的な学習活動や体験学習、教科横断的な学習により、深い学びを実践していき

ます。

⑤各系列の多様な価値観や個性を持つ生徒との協働的な学びのフィールドを展開することで、他者を

受容し開かれた自己を確立し、人間関係を築く力を育てます。

２ 学習目標

物質とその変化に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を

行うことなどを通して，物質とその変化を科学的に探究するために必要な資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。

（ ） ， ，1 日常生活や社会との関連を図りながら 物質とその変化について理解するとともに

科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるように

する。

（ ）観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。2
（ ）物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。3

３ 指導の重点

総合学科であることから

①化学に対する興味・関心を高める

②化学に対する知識・法則を深める

③化学に対する探求心を育てる

４ 評価の観点の趣旨

主体的に学習に取り組む態度 思考・判断・表現 知識・理解

，日常生活や社会との関連を図 物質とその変化の中に問題を 物質とその変化に関する観察

りながら物質とその変化につ 見いだし，探究する過程を通 実験などを行い，基本操作を

いて関心をもち，意欲的に探 して 事象を科学的に考察し 習得している。物質とその変， ，

究しようとするとともに，科 導き出した考えを的確に表現 化について，基本的な概念や



学的な見方や考え方を身に付 している。 原理・法則を理解し，知識を

けようとしている。 身に付けている。

５ 評価方法

主体的に学習に取り組む態度 思考・判断・表現 知識・理解

授業内容について主体的に 授業内容について，問題を見 実験などを通して，授業内容

関わり，見通しをもったり振 いだし見通しをもって実験な について理解しているとと

り返ったりするなど，科学的 どを行い，科学的に考察し表 もに，科学的に探究するため

に探究しようとしている。そ 現しているなど，科学的に探 に必要な実験などに関する基

の進度を総合的に評価しま 究している。その進度を総合 本操作や記録などの基本的な

す。 的に評価します。 技能を身に付けている。その

進度を総合的に評価します。

６ 学習計画

月 単元名 学習内容 学習活動（指導内容 時間 評価方法)
４ 序 生活の中の化学について再発 １ 授業中の興味

化学と人間生活 見をし，化学の役割について ・関心・意欲

理解を深める。 ・態度、提出

第 １ 章 物質の種類と性質 混合物、純物質、化合物 ３ 物、考査から1
節 単体、分離法（ろ過、蒸留） 総合的に判断1

《実験》混合物の分離 する。

物質と元素 元素記号 ２2
物質の三態 熱運動、三態変化、拡散 ２3
と熱運動 絶対温度、

５ 節 原子の構造 原子の構造、同位体 ３2 1
電子配置

イ オ ン の 生 成 イオンの生成、イオン式 ２2
イオン化エネルギー

第１回考査 １

周 期 表 元素の周期律 ２ 授業中の興味3
周期表、族、周期 ・関心・意欲

６ 第２章 イオン結合 イオン結合、イオン結晶 ３ ・態度、提出1
物質と化学結合 イオン結晶 組成式、イオン化エネルギー 物、考査から2
節 共有結合と分子間力 共有結合、分子、電子式、構 ５ 総合的に判断1 1
節 造式、配位結合、電気陰性度 する。2

共有結合からなる物 極性、分子間力、分子結晶、2
質 共有結合結晶

金属結合 金属結合、自由電子 ２1
節 金属 金属の性質3 2

物質の分類 物質と化学結合、 １1
節 化学結合と物質の性質4 2 金属結合からなる物質とその利用

イオン結合からなる物質とその利用3
金属結合からなる物質とその利用4

７ 第２回考査 １

第３章 原子量と分子量・式 原子量、分子量、式量、 ４ 授業中の興味1



物質の変化 量 モル質量、物質量、 ・関心・意欲

節 アボガドロの法則 ・態度、提出1
物質量 物、考査から2

９ 溶液の濃度 溶質、溶媒、溶液 ４ 総合的に判断3
質量パーセント濃度 する。

モル濃度、濃度変換

溶解度、溶解度曲線、再結晶

化学反応式 化学反応式、イオン反応式 ５10 4
基本法則に関連した 化学反応式の量的関係5
化学史 原子の存在、分子の存在

第３回考査 １

節 酸と塩基 酸塩基の性質、酸塩基の定義 ２ 授業中の興味2 1

酸塩基の強弱、酸塩基の価数 ・関心・意欲

水素イオン濃度と 水素イオン濃度、 、 ３ ・態度、提出11 2 pH pH
指示薬 物、考査からpH

中和反応と塩 中和反応式 ８ 総合的に判断12 3
中和滴定 中和反応の量的関係 する。4

中和滴定、滴定曲線

塩の液性質

《実験》中和滴定

第４回考査 １

節 酸化と還元 酸化・還元の定義 ５ 授業中の興味3 1
酸化数 ・関心・意欲

《実験》酸化還元反応 ・態度、提出

酸化剤・還元剤 酸化剤、還元剤 ４ 物、考査から1 2
酸化剤・還元剤の量的関係 総合的に判断

酸化還元反応の 金属のイオン化傾向 ２ する。3
起こりやすさ 《演示実験》金属樹

身のまわりの酸化 電池、起電力、ボルタ電池、 ２2 4
還元反応 ダニエル電池

金属の精錬3
電気分解

第５回考査 １

計 時 間 （ 分授 業 ）7 0 5 0

７ 課題・提出物等

観察や実験後にはレポートの提出を求めます。

単元によっては小テストを実施します。

８ 担当者からの一言

１年次の化学では、化学の基礎・基本（理論分野）を取り扱います。しっかりと理解し、身

に付けてください。


